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動機 

おむつはなぜ水をたくさん吸うのか気になり、調べてみたところ吸水性ポリマーが含まれ

ていることが分かったので、吸水性ポリマーの特性を調べてみようと思ったからです。 

 

吸水性ポリマーについて 

吸水性ポリマーというのは自重の約数百倍から数千倍までの水を吸収、保持できる物質。

ポリマー樹脂中にはたくさんの空間があり、その中に水が入り込むことで水と強く結びつ

く部分と水が結びつき、ポリマーが膨らむというしくみになっている。主に紙おむつ、保

冷剤、芳香剤、また土壌保水剤として砂漠のような水の少ない土地で植物を育てるために

使われている。 

 

 

 

仮説Ⅰ 

水道水には塩素などが含まれている→精製水の方が吸収量が多い 

 

実験器具Ⅰ 

ビーカー、ガラス棒、駒込ピペット、ろうと、メスシリンダー 

 

実験方法Ⅰ 

ポリマー１ｇに溶液を吸収させ、吸収するまで少し時間をおく。 

ポリマーがゲル状になったらろ過する。これを３回繰り返して平均を出す。 

 



 

結果Ⅰ 

 

 

考察Ⅰ 

ポリマーが吸水する際に、水道水に含まれている物質が妨げになっている。 

 

仮説Ⅱ 

吸収力が吸収量にも関係してくる。 

 

実験器具Ⅱ、実験方法Ⅱ 

実験Ⅰと同様。 

 

結果Ⅱ 

 
考察Ⅱ 

・④、⑤より濃度が高い溶液だとあまり吸収しない。 

・①、③、⑨より水の中に陽イオン（金属イオン）が含まれると吸収力が低下する。 

・⑥より油は吸収されない。 

・②、⑦より液性（酸性、中性）の違いが関係あるのではないか？ 



 

仮説Ⅲ 

最も吸収する溶液の水道水が中性なので、中性が最も吸水する。 

 

実験方法Ⅲ 

まず吸収させる前の溶液の pHを測定し、実験Ⅰの実験と同じようにポリマーに溶液を吸収

させ、平均を出す。 

 

実験器具Ⅲ 

pH 試験紙、実験Ⅰの実験器具 

 

 

実験Ⅲ 

 pH 吸収量 

クエン酸（酸性） ３.５ ２０ml 

塩化ナトリウム（中性） ７ ２１ml 

重曹（塩基性） ９.５ ２０ml 

 

考察Ⅲ 

ｐＨはポリマーの吸収力に関係しない。 

 

新たな疑問 

温度によって吸収力は違うのか？ 

 

仮説 

温度の高い方が吸収する。 

 

実験器具 

ビーカー 

 

実験方法 

９８℃と６℃の水道水３００ml とポリマー１ｇを用意する。それぞれの温度の溶液にポリ

マー１ｇを同時に入れ、吸収するまで時間をおく。 



 

結果 

温度が高い方が低いものよりも早く水を吸収した。 

 

考察 

熱運動が関係しているのではないか？ 

 

まとめ 

・親水性ではない溶液（油）は吸収されない。 

・pHは吸収力に関係ない。 

・濃度が低い溶液ほど、ポリマーの吸収量が多い。 

・温度の高い溶液のほうが吸収する速度が速い。 

 

今後の課題 

・なぜ温度によって吸収する速さが違うのか 

・吸収力を変えるほかの要因を調べる 
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